
  

 

実践プログラム３：豊かさの向上を実現する生活圏の構築  

  

研究目標  

暮らし（人間生存）の場、さらには、社会・文化・資源・生態環境との相互連環の場とし

ての生活圏の概念を再構築し、都市域や農山漁村域など多様な生活圏相互の連環を解明しつ

つ、それらの生活圏に住まう人びと、行政、企業、民間団体などさまざまなステークホルダ

ーとともに、直面する諸問題の解決や生活圏の持続可能な未来像を描き、その実現の可能性

を探る。  

  

ミッション  

日本を含むアジアとその周辺地域は、世界人口の 6 割以上を擁し、世界の経済活動の 3 

割以上を担っている。この地域は、文化・歴史・社会・生業・生態環境などあらゆる面で多

様性に富んでいる一方、人間活動の急速な拡大により、大気、水、土壌、海洋の汚染、温室

効果ガス排出の増大、生物多様性の消失などを経験している。同時に、貧富の差の拡大、社

会的疎外、失業、局所的な貧困、地域固有の伝統文化の消失などを生み出している。  

これらのプロセスで、都市域への人口集中や農山漁村域での過疎化に伴い、社会、文化、

資源、生態環境の急激な変容が起こり、両者の生活圏の劣化が加速化している。よって、第

一に、これらの地域の生活圏概念を再構築すると共に生活圏相互の連環を視野に入れ、豊か

で持続可能な生活圏をデザインしつつ、それを実現するための具体的な枠組みを作る。  

これらの地域には、多様な自然と人間が共存する世界観を築いてきた経験がある。多様な

文化や社会、生業体系、在来知、紛争体験、人びとの活力などに、諸問題の解決やあるべき

未来社会の形成に向けた潜在性を見出す可能性がある。つまり、第二に、これらの経験や知

恵を生かし、多様な自然と人間が共存しうる具体的な未来可能性のある社会への変革を提案

する。  

これらの枠組みや変革は、持続可能な都市や農山漁村の生活圏をデザインする際、既存の

市場を基礎とする経済システムや政治的意思決定システムを与件とするものではなく、それ

らを根本的に変えてしまうもの、ないしは補完するものであろう。ただし、トップダウンの

みでシステムの変革を考察するのではなく、第三に、地域に住まう人々や行政担当者、企

業、民間団体の人々などさまざまなステークホルダーと共に持続可能なシステムを提案し、

その実現可能性を探る。  

そのような提案は、地域に応じたものとなる可能性が大であるが、ある特定の地域のみに

適用可能な提案というよりも、第四に、多様性を保ちつつ、何らかの一般的な枠組みの発見

を目指す。  


